
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25 年 5 月 1 日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
  2011 年 4 月にワシントンで総括的な意味を持たせて開催されたワークショップの内容は、
Blueprint for the Future: Framing the Issues of Women in Science in a Global Context にま
とめられ The National Academies Press から出版された。Appendix E には筆者も含め 9 本の
個 別 に 執 筆 さ れ た 論 文 が 掲 載 さ れ て い る 。 Blueprint for the Future は 、
http://www.nap.edu/catalog.php?record_id=13306 から購入でき、ダウンロード出来る。 
 女性研究者全般の数は増加しても、やはりこの 3 分野における増加は依然として困難である。
こうした国際的なチームに加わって活動するとアジアからの発信の乏しさが目立ち、女性研究
者の問題を共有する韓国・台湾・日本の東アジアチームをさらに強固にし、この 3 国で化学・
コンピュータ科学・数学における女性研究者の問題も論じる基盤が開かれたことは新たな成果
である。 
 
 
研究成果の概要（英文）：A part of the results of Empowerment of Women Researchers in 
Chemistry, Computer Science, and Mathematics was published in Blueprint for the Future: 
Framing the Issues of Women on Science in a Global Context. Even today it is difficult to 
increase the number of women researchers in these three categories. About chemistry, 
laboratory work is incompatible with women life events. In some Asian countries, women 
who major in computer science are conspicuous, but in US and EU not so many women are 
in computer science. Non-traditional discipline of computer science is difficult in statistical 
trace. The MEXT statistics has no discipline, so to elucidate this discipline is a problem in 
Japan. On the process of implementing this program I organized an East Asian research 
group which includes members of South Korea, Taiwan, and Japan. I will continue to do 
research about these three categories with this East Asian group.  
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１．研究開始当初の背景 
 

2009 年に「国際的な視点から見た化学、
コンピュータ科学、数学における女性研究者
の地位」に関するプロジェクトがアメリカの
CPST によって立ち上げられ、Dr. Lisa 
Frehill  Executive Director of CPSTからプ
ロジェクトへの参加を要請された。CPST と
は Commission on Professionals in Science 
and Technology の略で、科学技術分野の人材
について、男女比や給与等の調査研究を行っ
ている政府機関である。 

本研究は上記プロジェクトに日本側から
寄与することを目的として構想され、研究申
請を行ったものである。とくに 2009 年 9 月
にポトマックで行われたプロジェクトの 2泊
3 日の合宿は大きな刺激になった。世界中か
ら 40 名ほどの研究者が招待され、化学・コ
ンピュータ科学・数学分野における女性人材
問題研究が大々的に開始された。残念なこと
に、主催団体であった CPST が財政的理由で
閉鎖され、2010 年度はプロジェクトの継続
が危惧されるところとなった。しかし、これ
を 全 米 科 学 財 団 の プ ロ ジ ェ ク ト
(DRL-0906369)（以下ワシントン・プロジェ
クト）として乗り換えることによって、研究
の継続が可能となった。 

CPST で化学・コンピュータ科学・数学の
女性人材問題研究が企てられた時には、総勢
50 名ほど、アジア地域から 3 名の代表がノミ
ネートされたが、種々の理由で規模は縮小さ
れ、全米科学財団は、20 名ほどに絞り込んで
プロジェクトの継続を図った。 
 上述の世界的規模のプロジェクトが物語
るように、議論すべきは女性研究者全般の問
題から化学・コンピュータ科学・数学に特化
して世界レベルで調査研究することが、求め
られているのである。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、「研究開始当初の背景」に記し

たような動向を踏まえて、「国際的な視点か
ら見た化学、コンピュータ科学、数学におけ
る女性研究者の地位」に関する研究の一環に
寄与するために開始されたものである。 
 小川には、日本からの情報発信もさること
ながら、唯一のアジアからの参加者として、
欧米に知られにくいアジアにおける研究者
の文献紹介、研究動向紹介が期待され、また
逆にワシントン・プロジェクトを広く日本や
アジア地域に紹介することも求められてい
た。したがって、その期待に応えることも本
研究の目的の一つであった。 
 さらに科学史を専門とする小川には、ワシ

ントン・プロジェクトで、歴史的な概要をま
とめて報告することが期待されていたので、
化学、コンピュータ科学、数学分野における
女性研究者の活躍について、歴史的な経緯を
まとめることも研究目的の一つとなった。 
 
 
３．研究の方法 
 
 最初にまずは日本におけるデータを洗い
出すことであると考えた。日本では基本的な
データは文部科学省が毎年データを更新し
ている『学校基本調査』によって大学におけ
る女子学生、女性研究者の動向をつかむこと
が出来る。また男女共同参画学協会連絡会か
ら上がってくるデータも参照することが出
来る。 
 化学と数学については、わが国でもディシ
プリンとして確立してきているので、関係す
る様々なデータを入手することができる。問
題は「コンピュータ科学」である。これ程の
コンピュータ依存社会であるにもかかわら
ず、コンピュータや情報科学は、工学と教育
に、そしてときに理学に分散し、確かな現状
把握ができない。日本の統計の現状は、EU
や USA とデータを比較する上でいささか不
便である。たとえば、EU の She Figures と
いう統計冊子は、日本の理学に相当するとこ
ろを Science, mathematics & computing と
している。研究方法としてデータ比較は重要
なウエイトを占めることから、今後このカテ
ゴリーの扱いを検討する必要が生じてくる
だろう。 
 本研究では、国際的なプロジェクトと連動
して研究を進めてきているので、そちらから
求められていることに寄与しつつ、その成果
をわが国に還元することを行うべきとした。 
 
 
 
４．研究成果 

 
2011 年 4 月 3 日(日)～4 日(月)の 2 日間に

わたりワシントン D.C.で、これまでの総括と
全体的展望が示された。そのワークショップ
のタイトルは Blueprint for the Future: 
Framing the Issues of Women in Science in 
a Global Context と示され、小川も第 1 章 
総論の担当者として、化学、コンピュータ科
学、数学における女性研究者に関する歴史的
状況を明らかにしてプレゼンを行った。 
 その後、秋になって 2 度電話会議が開催さ
れ、2011 年の年末までにウェッブサイト上の
研究報告のアップを行うことが確認され、並
行して出版社を探し、500 部程度の出版が検



討された。結局作業は大幅に遅れたが、2012
年秋に国際ワークショップの成果はまとめ
られ完成した。ワシントンから 10 冊ほど貰
い受け、アジアの友人たちに送付した。また、
国内向けには 115 頁の Blueprint for the 
Future の「付録：個別研究の部分」の翻訳
を作成した。まだグラフの差し込みが出来な
い状況であるが、アジアの女性研究者向けに
運 営 し て い る ウ ェ ッ ブ 上
（http://www.wstna.org/）に公開するつもり
である。 
 2011 年は国際化学年ということで、わが国
でもいくつかのイベントが開催され、化学分
野での女性研究者育成の必要を再確認する
形になった。EU や USA と同じように、化学
は大学教育ではある程度の女性比率が見ら
れるにもかかわらず、それに比して女性研究
者が少ない。 
 これについては、『トリプルへリックス：
大学・産業界・政府のイノベーション・シス
テム』の著者ヘンリー・エツコウィッツによ
れば、化学専攻の女子学生は比較的企業で活
躍する道が開かれており、大学に留まる比率
が他の学科に比べて低いのだという。 
 一方で、進捗の見えやすい EU の政策は研
究を進める場合の比較の基準となるもので、
つねに視野に入れておく必要がある。国立女
性教育会館主催により平成 22 年度「大学・
研究機関のための男女共同参画推進研修」が
2010 年 6 月 24 日 25 日に開催され、小川は
「EU の女性研究者政策」について講演を行
った。さらにそれをジェンダーと科学技術と
いう観点から再考して、EU の最近 10 年の動
きを STS 学会で発表し、最終的に三重大学人
文学部紀要『人文論叢』に「EU における女
性研究者政策の 10 年」として成果を発表し
た。 
 またコンピュータ科学については、アメリ
カにおける女性研究者の少なさについて講
義で言及した。これはきわめて意外な事実で
ある。アメリカではコンピュータ科学を専攻
する女子学生は 1984 年をピークに減少し続
けている。工学、数学、物理学などいずれも
女子学生が年々増加している中で、コンピュ
ータ科学のこの減少傾向は極めて異例であ
る。（Gender Codes）他方で、シンガポール
など、この分野の女性の進出が著しい地域も
あるが、決定的な要因は未確定である。 
 今回の調査で、コンピュータ科学の学士取
得者で女性の比率が 40%に達しているのが
ギリシア、次がメキシコである。次に大きく
水をあけられて、27%程度でフィンランド、
スウェーデンと続く。10%未満なのは、アイ
スランド、オランダ、ベルギー、スイス、ス
ロベニアである。コンピュータ科学分野に限
らず、総じて女性研究者の少ない国々である。 
また、ワシントン・プロジェクトのような

アメリカを中心とした世界的プロジェクト
から特に期待されているアジアからの発信
を強化するために、科学技術社会論学会柿内
賢信記念賞の学会賞による助成金も使って
「東アジアにおける『女性と科学/技術』」を
テーマに 2012 年 1 月に台湾と韓国の研究者
と招いて、お茶の水大学ジェンダー研究セン
ターにおいてワークショップを開催した。そ
の内容については、http://www.wstna.org/ 
にアップしてある。また科学技術社会論学会
のホームページにも成果報告を行っている。 
 台湾・韓国・日本のデータの摺合せを行う
過程でも、それぞれの国で学科の違いがあっ
て、比較は容易ではないことが判明した。今
後、EU の統計資料を参照して出来るだけ比
較可能な数値に持ち込むことが課題である。 
 まだ理学の学科比較にまで到達できてい
ないので、化学・数学の個別比較はできない
が、理学全体で 3 国比較を行うと、学部では
韓国女性の躍進が目覚ましい。 
 3 国ともに学士、修士、博士の男女比のか
い離が最も著しいのは工学であることは明
確である。ここからさらにコンピュータ科学
を選りだすことは、現況では不可能である。 
 このグループ研究は次年度以降も継続が
可能な状況になっているので、ワシントン・
プロジェクトの成果も共有して、今後化学・
コンピュータ科学・数学に焦点を定めた比較
も目指したい。 
 なお、ワシントン・プロジェクトは、2012
年のワークショップ報告書である Blueprint 
for the Future の後を受けて、本格的な著作
をまとめる作業に入り、2013 年度中の出版
をめざしている。 
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